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①水素基本戦略の概要を紹介します ②移動式水素ステーションが札幌市豊平区にオープン！

燃料電池自動車（ＦＣＶ）に水素を充電する「水素ステーション」については、
北海道で初めてとなる商業用の水素ステーションが平成３０年３月２６日に札
幌市で開所しました。なお、北海道では、室蘭市の移動式水素ステーション、鹿
追町の定置式水素ステーションに続く、３か所目の水素ステーションとなります。

移動式水素ステーション札幌 開所式の様子

＜エネルギー対策課＞

水素社会の実現に向けた取り組みを紹介します

◆水素基本戦略のポイント

・２０５０年を視野に入れたビジョン＋

２０３０年までの行動計画

・水素を再生可能エネルギーと並ぶ新たな

エネルギーの選択肢として提示

◆水素エネルギー利活用の意義

・環境負荷低減、省エネ

・エネルギーセキュリティの向上

・産業競争力の強化

◆水素基本戦略の内容

・安価な原料で水素を大量製造

・国際的な水素サプライチェーンの開発

・地域の再生可能エネルギーを最大限活用

・水素発電の商用化・大量消費

・FCV・FCバス・水素ステーションの普及促進

※現在販売されている省エネ機器の性能等については、「省エネ性能
カタログ2017年冬版」をご覧下さい。

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/more/pdf/winter2017.pdf

今月の豆知識～省エネルギー④電気便座の省エネ～

寒い時期ほどありがたみを感じる電気便座。最新の電気便
座は10年前のものと比べると、約42％の省エネにつながりま
す！！電気料金に換算すると年間で約1,700円の節約にな
ります。

水素は、さまざまな資源からつくることができ、エネルギーとして利用しても二酸化炭素を出さないという特性を有していることから、日本にとって究極のエネルギー

源となる可能性があります。一方、水素には、「安価な原料の調達」、「大量に製造・輸送するためのサプライチェーン（※）の構築」、「大量の利用先の開拓」

などの課題があり、政府一体となって水素社会の実現を強力に推進するために「水素基本戦略」を平成２９年１２月２６日に策定しました。

※サプライチェーン：原材料の調達から、製造、在庫管理、販売、配送までの製品の全体的な流れのこと

◆移動式水素ステーション札幌の概要
・開所日：平成３０年３月２６日（月）
・運営会社：エア・ウォーター株式会社
・設置場所：札幌市豊平区月寒東２条１６丁目１番６号

（エア・ウォーター株式会社敷地内）
・充填圧力：８２MPa（メガパスカル）
・供給能力：１１７Nm3／ｈ（１時間当たり２台充填可能）
・営業日・時間：平日９：３０～１７：００

水素エネルギー利活用の３つの視点

水素エネルギー利活用の形態水素基本戦略の詳細については、以下のURLをご覧ください。
http://www.meti.go.jp/press/2017/12/20171226002/20171226002.html

http://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/general/more/pdf/winter2017.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2017/12/20171226002/20171226002.html
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＜総合エネルギー広報室＞ E-mail：hokkaido-sogoenergy-koho@meti.go.jp

◆業務の中で大切にしていることはなんですか？

◆人材開発センターの役割はなんですか？

「北海道のエネルギーを支える人々」
～ 安心・安全を備えた都市ガス供給を支える

北海道ガス・人材開発センター ～

ガスは料理、お風呂、暖房など、便利で快適な生活を支えるエネルギーです。毎

日の生活に欠かせないガスを安心・安全に届けるために人知れず奮闘している人々

がいます。

今回は、その現場となる北海道ガス・人材開発センターを取材しました。

「地域の特性を活かしたエネルギーの地産地消促進事業費
補助金」をご活用ください

◆人材育成ではどのような研修をしていますか？

取材にご協力いただいた
高橋さん

シリーズ
事業所訪問

②

＜資源エネルギー環境課＞

人材開発センターは、お客様の安心・安全を支えるプロフェッショナルな人材育成

の役割を担っています。

また、ガス漏れ通報に対し、正確な聴取等

を確実に行うための受付者教育や、ガス漏れ

の現場においてお客さまの安全を最優先に考

え行動するためのエマージェンシー訓練や修理

技能訓練等の保安教育を行っています。

ガス工事やガス機器設置工事・修理作業等を安全かつ効率的に実施するため

に必要な資格の取得研修や有資格者の技術

維持を目的とした更新講習も行っています。

エマージェンシー訓練の様子

我々の仕事は、ガス事業に従事する方々へ教育訓練を
行うことで、的確な作業を実現し、お客さまサービスの向上
と事故防止を図っていくことにあります。
業務に携わる一人一人が専門知識と高度な技術・技能
を身に付け、常に安全に対する高い意識を持って行動でき
るプロフェッショナルな人材の育成を大切にしています。

今月号は北海道ガス・人材開発センターを訪問しました。施設内に
は、住宅と店舗を再現した部屋があり、実際のガス漏れ現場に近い

状況を模擬体験できるようになっており、ラーメン屋やスナックを模した店舗は本当にこの
まま営業できるのではないか思うくらいリアルなものでした。臨場感のある様々な訓練で身
に付けられた知識・技術によって、わたしたちの安全が守られ、安心が届けられていると感
じました。（有）

民間事業者等による再生可能エネルギー等を利用した先導的な地産地消エネル

ギーシステムの導入を支援することにより、地域に存在する分散型エネルギー（※）を

地域内で効率的に活用する「エネルギーの地産地消」を促進します。
※分散型エネルギー：比較的小規模で、かつ様々な地域に分散しているエネルギーの総称

事業化可能性調査 マスタープラン策定 エネルギーシステム構築事業

公募期間
4月9日（月）～
6月5日（火）

4月9日（月）～7月3日（火）
4月9日（月）～
7月10日（火）

補助対象
分散型エネルギーシステム
の構築に向けた事業化可
能性調査を行う事業

分散型エネルギーシステムの構築に向け
たマスタープラン策定を行う事業

分散型エネルギーシステムの構築
行う事業

補助率 3/4以内 3/4以内 1/3以内、1/2以内、3/4以内

【公募説明会】

◆日時：

平成30年4月16日（月）

13：15～16：30

（受付開始 13：00）

◆場所：

(株)北海道建設会館中会議室

（札幌市中央区北４条西３-１）

◆定員：40名

◆詳細・申込方法：

参加申込の方法等、詳細について

は以下のURLをご覧ください。

http://www.teitanso.or.jp/sc_top

昨年度は、資格取得のための研修コースを93回、
更新講習を48回開催し、年間で約1,500名が受
講しました。

スナックを模した訓練施設

http://www.teitanso.or.jp/sc_top

